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研究相談、共同研究など大歓迎です !

2016 年 10 月１日　研究拠点を立ち上げました。
2016 年 11 月　　　 西田拠点リーダーがアーヘン工科大学を訪問しました。
2017 年１月 27 日　立ち上げ説明会（メンバー対象）を開催します。

研究拠点の動き

日本は、地球温暖化の対策として 2030 年時点で 26%（13年度比）、さらに 2050 年までに 80%もの高いCO2
削減目標を掲げています。この目標を達成するためには、これまで以上の省エネルギーの実現と自然エネルギーの
徹底活用とともに、CO2 回収貯蔵など分野横断的技術の開発及び統合が求められています。その大きな課題の解決
を最終目的として本拠点では、一次エネルギー供給から輸送・貯蔵、そして最終エネルギー消費までの各段階のエ
ネルギー利用効率を飛躍的に改善する超高度技術の開発、2050年に向けたエネルギー利用技術の開発ロードマッ
プ及び統合シナリオを構築・改良、そして構成員間でシナリオを共有し、その実現に向けた学際的・横断的研究教
育を通じて、温室効果ガスの大幅削減に貢献する研究成果の発信、および人材育成を行います。

研究拠点の目的

国際会議、シンポジウム、セミナーを共催しています。
2016 年 12月８-９日には、マレーシアのクアラルンプールで再生可能エネルギーならびにナノテクノロジー合同
会議 （JCREN2016）を、12月 13-14 日には、マレーシアのペナンでアジアバイオマス科学会議（ACBS2016b）
を、共催しました。会場では、拠点の紹介も配布しました。この他、11月 26日にはバイオマスシンポジウムを、
10月 17、22日、11月 10日、12月 19日にはセミナーを共催しました。

関連の内外イベント
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研究分野：工学 / 機械工学 / 熱工学

研究キーワード： シミュレーション、ノズル、レーザー計測、ディーゼル燃焼、噴霧、
燃焼、内燃機関、微粒化、噴霧

研究の背景
自動車用パワートレインの電動化は今後数十年でも限定的と予想され、内燃機関（ディーゼル・ガソリン）の一層の環
境性能の向上、すなわち更なる高効率化と限りないゼロエミッション化が求められている。内燃機関の燃焼排気性能向
上の鍵は、燃焼室内での噴霧混合気の迅速形成・均質化・過濃領域の回避であり、これを実現するために噴霧混合気の
濃度分布の定量的測定が必要とされてきた。

研究内容
噴霧内の蒸気相と液相の濃度分布を影画像で可視化し、画像
濃度の解析による濃度の定量化を行う 2波長レーザ吸収散乱
（Laser Absorption Scattering: LAS）法を開発した（図１）。
LAS 計測によりピストンキャビティ燃焼室内の液相と蒸気相
の分布を定量的に把握することが可能となった（図２）。

成果
ピストンキャビティ形状が噴霧混合気と燃焼に及ぼす影響の定
量的測定が、共同研究先マツダのディーゼル機関用ピストンキャ
ビティ形状（図３）の開発に使用され、低エミッション化を実
現した。

産学連携・社会連携活動等
日本液体微粒化学会会長、理事
自動車技術会ディーゼル機関部門委員会委員長、委員
日本機械学会次世代ディーゼルエンジンシステム研究分科会委
員長
広島県廃棄物処理施設設置有識者会議委員

主な特許
燃料噴霧内の混合気濃度を計測するトレーサー LAS 法

図 1　 広島大学が独自開発した 2波長レーザ吸収散乱（LAS）法による
噴霧混合気の濃度分布計測システムと噴霧燃焼テストリグ

図 2　 LAS 法によるピストンキャビティ内の液相分布（中央Vis）と蒸気相
質量分布（右mv）の計測結果

図 3　 LAS法によるス噴霧混合気の現象解明がマツダ独自のエッグ
シェイプ燃焼室開発に貢献
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